
学校番号                                                                               3007 

令和２年度 数学科 

 

教科 数学 科目 数学Ⅱ 単位数 2 単位 年次 3 年次 

使用教科書 改訂版 新 高校の数学Ⅱ（数研出版）） 

副教材 ポイントノート 数学Ⅱ（数研出版） 

 

１．担当者からのメッセージ（学習方法等） 

授業では、既習である内容と新しく習う内容を織り交ぜながら行うので、復習は必ず行うようにしまし

ょう。授業には教科書・授業用ノートを用意して参加しましょう。 

授業中に配布するプリント類の保管をきっちりして、考査前の自宅学習に役立てましょう。 

課題の提出は、期日を意識し、自分で計画を立てて取り組みましょう。 

 

 

２．学習の到達目標 

数学Ⅲでも必要となる計算力を身につけさせ、基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り、事象を数学的

に考察し表現する能力を養うと共に、それらを活用する態度を育てる。 

 

 

３．学習評価（評価規準と評価方法） 

観点 a. 関心・意欲・態度 b. 数学的な見方や考え方 c. 数学的な技能 d. 知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

微分・積分、領域、円

の方程式における考え

方や体系に関心を持つ

とともに、数学のよさ

を認識し、それらを事

象の考察に活用して数

学的な考え方に基づい

て判断しようとする。 

微分・積分、円の方程式、

領域、において事象を数学

的に考察し表現したり思

考の過程を振り返り多面

的・発展的に考えたりする

ことなどを通して数学的

な見方や考え方を身につ

けている。 

微分・積分、領域、

円の方程式におい

て、事象を数学的に

表現・処理する仕方

や推論の方法など

の技能を身につけ

ている。 

微分・積分、領域、円

の方程式における基本

的な概念、原理、法則

などを体系的に理解

し、基礎的な知識を身

につけている。 

評
価
方
法 

授業態度の観察 

忘れ物の有無 

考え方の発表 

課題プリントの提出 

解答の発表成果 

演習プリント 

小テスト 

定期考査 

解答の発表成果 

演習プリント 

小テスト 

定期考査 

 

解答の発表成果 

演習プリント 

定期考査 

小テスト 

上に示す観点に基いて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に 5 段階の評価にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



４．学習の活動 

学
期 

単
元 

学習内容 
主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 
評価方

法 a. b. c. d. 

 

１
学
期 

微
分
係
数
と
導
関
数 

 

平均変化率 

 

 

 

 

 

 

微分係数 

 

 

 

導関数 

 

 

接線 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a,c:物理的な現象を通して，平均変

化率に関心をもち，xの変化量に対

するyの変化量の割合の考察に活

用しようとしている。  

b:グラフ上の 2 点を通る傾きと，平

均変化率との関係を考察するこ

とができる。  

d:極限値の定義を知り、平均変化率

の極限を考えることを通して、微分

係数の意味を理解し、それを求める

ことができる。 

c:任意の点の微分係数を与える関数

としての導関数の意味を理解し、

簡単な導関数の計算ができる。 

b:平均変化率の極限の考え方を用

いて，グラフの接線の傾きを考察

することができる。  

c:微分係数を用いて，与えられた曲

線のある点における接線の傾きや

接線の方程式を求めることができ

る。  

授業中

の態

度、発

表、課

題定期

考査 

 

導
関
数
の
応
用 

 

関数の増加減少 

 

 

 

関数の極大・極小 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

a:導関数の正負と原始関数の増減の

関係に興味を示す。 

b:導関数の符号を利用して、関数の

増減を理解する。 

c:導関数を求め、増減表を書くこと

ができる。 

d:極値がグラフ上でどのような点に

なるかを理解している。 

授業中

の態

度、発

表、課

題定期

考査 

 

関数の最大・最小 

 

 

 

 

 

 

 ○  ○ b,d:与えられた条件の範囲で関数の

グラフを考察することによって、

最大・最小の問題を解くことがで

きることを理解すると共に、関数

の最大・最小を考察することの有

用性と微分の重要さを納得する。 

授業中

の態

度、発

表、課

題定期

考査 

 



２
学
期 

積
分 

 

不定積分 

 

 

 

 

 

定積分 

 

 

 

面積 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

a:微分と積分の関連性に興味を示す。 

 

d:微分の逆演算としての不定積分を

理解し、公式をもとに不定積分の

計算をすることができる。 

 

c,d:定積分の公式について理解し、

簡単な定積分の計算をすること

ができる。 

 

b:定積分の応用として、面積が求め

られることを身近な図形と関連

させて考えることができる。 

 

c:図形に囲まれた面積を定積分を用

いて求めることができる。 

授業中

の態

度、発

表、課

題定期

考査 

 

 

 

 

 

 

図

形

と

方

程

式 

点と座標 

 

 

 

直線の方程式 

 

 

 

 

 

 

円の方程式 

 

不等式の表す領域 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

a:座標を用いて平面上の点を表すこ

とのよさをとらえ，いろいろな図

形の考察に活用しようとする。 

 

b:２つの直線が平行であるための条

件や垂直であるための条件を考

察することができる。 

 

c:２つの直線が平行及び垂直である

かどうかを調べたり，２つの直線

の交点を求めたりすることがで

きる。 

 

c: 具体的に与えられた条件の下で

円を式で表すことができる。 

 

d: 不等式を満たす点の集合が座標

平面の一部分を表すことを理解し，

不等式と領域についての基礎的な

知識を身につけている。 

授業中

の態

度、発

表、課

題定期

考査 

 



３
学
期 

領
域 

不等式の表す領域 

 

 

 

 

 

 

連立不等式の表す領域 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ a,b,d:直線や円によって区切られる

領域は、不等式によって表され、

その境界が方程式を満たす点で

あることを理解するとともに、平

面上の全ての点が式であらわさ

れることを認識し興味をもつ。 

 

b:集合の共通部分の考えを使って、

連立不等式で表されることを認

識する。 

c:不等式の表す領域から共通部分を

示し、連立不等式の表す領域を求

めることができる。 

授業中

の態

度、発

表、課

題定期

考査 

 

 

※ 表中の観点について ａ:関心・意欲・態度   ｂ:数学的な見方や考え方 

             ｃ:数学的な技能     ｄ:知識・理解 

 

※ 原則として一つの単元（教材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けて

いる。 


